







































































研 究 課 題 18 世紀英国における数学教育に関する総合的研究

























































数学教育は 1766 年から 1766 年までウィリアム・
トゥレイルによって継続された。彼はロバート・シム







ト・ハミルトンは、『数学講義要綱』（Heads of Part 






















































の範囲を拡大することであった。1737 年と 1783 年
の間に哲学協会は Essays and Obsevations, Physical 














ンバラ王立協会）は一連の Transactions of the Royal 





















Analytical Society）（1812 年設立） をめぐる数学教育
について、今後研究を深めてゆくことを計画している。
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